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【公開番号】特開2012-114913(P2012-114913A)
【公開日】平成24年6月14日(2012.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2012-023
【出願番号】特願2011-254035(P2011-254035)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/28     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  24/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ  15/00    　　　　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２３４　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２４５　
   Ｈ０４Ｂ   7/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月13日(2012.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末において受信機に関するチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）の決定を行
い、最適ランクを選択するための方法であって、
　前記方法は、
　複数のトーンの各々に関する信号・雑音比（ＳＮＲ）を決定することと、なお、各トー
ンは、無線通信用に割り当てられた周波数帯域の直交サブバンドを表す；
　前記複数のトーンにわたって前記ＳＮＲを容量マッピングし、平均を求めることと；
　前記アクセス端末の前記受信機に関するランクを前記ＳＮＲの前記容量マッピング及び
平均を求めることに基づいて決定することと；
　ＣＱＩを前記ランクと関連づけられた有効ＳＮＲに基づいて決定することと；
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信することと；
　を具備する、方法。
【請求項２】
　前記複数のトーンの各々に関する前記ＳＮＲを決定することは、下記の方程式：
　ＳＮＲｍ

（ｋ）＝ｆ（Ｈ，Ｒｎｎ，ｍ，ｋ）
を解くことによって、前記複数のトーンの所定のトーンに関する前記ＳＮＲを決定するこ
とを含み、
　ここで、ｋは、前記複数のトーンの所定のトーンインデックスを表し、ｍは、ランクを
表し、Ｈは、送信が行われるときのチャネルを定義するｍＲ×ｍＴ行列を表し、Ｒｎｎは
、ｍＲ×ｍＲ干渉共分散行列である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセス端末の前記受信機に関する前記ランクを決定することは、方程式ｍ＝ａｒ
ｇｍａｘｍ［Ｃａｐｍ］を解くことを含み、ここで、ｍは、前記ランクを表し、Ｃａｐｍ
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は、前記ランクと関連づけられた容量を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信機に関する前記ランクを決定することは、前記受信機によって使用されている
無線プロトコルに少なくとも基づいて、前記ランクに適用するバックオフを決定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　アクセス端末における干渉ランク予測及びチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）の決定
のための装置であって、
　前記装置は、
　複数のトーンの各々に関する信号・雑音比（ＳＮＲ）を決定するための手段と、なお、
各トーンは、無線通信用に割り当てられた周波数帯域の直交サブバンドを表す；
　前記複数のトーンにわたって前記ＳＮＲを容量マッピングし、平均を求めるための手段
と；
　前記アクセス端末の前記受信機に関するランクを前記ＳＮＲの前記容量マッピング及び
平均を求めることに基づいて決定するための手段と；
　ＣＱＩを前記ランクと関連づけられた有効ＳＮＲに基づいて決定するための手段と；
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信するための手段と；
　を具備する、装置。
【請求項６】
　前記複数のトーンの各々に関する前記ＳＮＲを決定するための前記手段は、下記の方程
式：
　ＳＮＲｍ

（ｋ）＝ｆ（Ｈ，Ｒｎｎ，ｍ，ｋ）
を解くことによって、前記複数のトーンの所定のトーンに関する前記ＳＮＲを決定するた
めの手段を含み、
　ここで、ｋは、前記複数のトーンの所定のトーンインデックスを表し、ｍは、ランクを
表し、Ｈは、送信が行われるときのチャネルを定義するｍＲ×ｍＴ行列を表し、Ｒｎｎは
、ｍＲ×ｍＲ干渉共分散行列である、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記アクセス端末の前記受信機に関する前記ランクを決定する前記手段は、方程式ｍ＝
ａｒｇｍａｘｍ［Ｃａｐｍ］を解くための手段を含み、ここで、ｍは、前記ランクを表し
、Ｃａｐｍは、前記ランクと関連づけられた容量を表す、請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記受信機に関する前記ランクを決定するための前記手段は、前記受信機によって使用
されている無線プロトコルに少なくとも基づいて、前記ランクに適用するバックオフを決
定するための手段を含む、請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　複数のトーンの各々に関する信号・雑音比（ＳＮＲ）を決定し、なお、各トーンは、無
線通信用に割り当てられた周波数帯域の直交サブバンドを表す；
　前記複数のトーンにわたって前記ＳＮＲを容量マッピングし、平均を求め；
　前記アクセス端末の前記受信機に関するランクを前記ＳＮＲの前記容量マッピング及び
平均を求めることに基づいて決定し；
　ＣＱＩを前記ランクと関連づけられた有効ＳＮＲに基づいて決定し；
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信する；
　ためのコンピュータ実行可能命令を格納する、コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１０】
　前記複数のトーンの各々に関する前記ＳＮＲを決定するための前記命令は、下記の方程
式：
　ＳＮＲｍ

（ｋ）＝ｆ（Ｈ，Ｒｎｎ，ｍ，ｋ）
を解くことによって、前記複数のトーンの所定のトーンに関する前記ＳＮＲを決定するた
めの命令を含み、



(3) JP 2012-114913 A5 2012.7.26

　ここで、ｋは、前記複数のトーンの所定のトーンインデックスを表し、ｍは、ランクを
表し、Ｈは、送信が行われるときのチャネルを定義するｍＲ×ｍＴ行列を表し、Ｒｎｎは
、ｍＲ×ｍＲ干渉共分散行列である、請求項９に記載のコンピュータ読み取り可能な記録
媒体。
【請求項１１】
　前記アクセス端末の前記受信機に関する前記ランクを決定するための前記命令は、方程
式ｍ＝ａｒｇｍａｘｍ［Ｃａｐｍ］を解くための命令を含み、ここで、ｍは、前記ランク
を表し、Ｃａｐｍは、前記ランクと関連づけられた容量を表す、請求項９に記載のコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１２】
　前記受信機に関するランクを決定するための前記命令は、前記受信機によって使用され
ている無線プロトコルに少なくとも基づいて、前記ランクに適用するバックオフを決定す
るための命令を含む、請求項９に記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１３】
　アクセス端末において干渉ランク予測及びチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）の決定
を行うための装置であって、
　前記装置は、
　複数のトーンの各々に関する信号・雑音比（ＳＮＲ）を決定し、なお、各トーンは、無
線通信用に割り当てられた周波数帯域の直交サブバンドを表す；
　前記複数のトーンにわたって前記ＳＮＲを容量マッピングし、平均を求め；
　前記アクセス端末の前記受信機に関するランクを前記ＳＮＲの前記容量マッピング及び
平均を求めることに基づいて決定し；
　ＣＱＩを前記ランクと関連づけられた有効ＳＮＲに基づいて決定し；
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信する；
　ように構成される少なくとも１つのプロセッサを具備する、装置。
【請求項１４】
　前記複数のトーンの各々に関する前記ＳＮＲを決定するように構成されている前記プロ
セッサは、下記の方程式：
　ＳＮＲｍ

（ｋ）＝ｆ（Ｈ，Ｒｎｎ，ｍ，ｋ）
を解くことによって、前記複数のトーンの所定のトーンに関する前記ＳＮＲを決定するよ
うにさらに構成され、
　ここで、ｋは、前記複数のトーンの所定のトーンインデックスを表し、ｍは、ランクを
表し、Ｈは、送信が行われるときのチャネルを定義するｍＲ×ｍＴ行列を表し、Ｒｎｎは
、ｍＲ×ｍＲ干渉共分散行列である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記アクセス端末の前記受信機に関する前記ランクを決定するように構成されている前
記プロセッサは、方程式ｍ＝ａｒｇｍａｘｍ［Ｃａｐｍ］を解くように構成され、ここで
、ｍは、前記ランクを表し、Ｃａｐｍは、前記ランクと関連づけられた容量を表す、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記受信機に関する前記ランクを決定するように構成されている前記プロセッサは、前
記受信機によって使用されている無線プロトコルに少なくとも基づいて、前記ランクに適
用するバックオフを決定するようにさらに構成される、請求項１３に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　上述されていることは、１つ以上の実施形態の例を含む。当然のことであるが、上記の
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実施形態を説明することを目的として構成要素又は方法の考えられるあらゆる組み合わせ
を説明することは可能ではないが、様々な実施形態のさらに数多くの組み合わせ及び置換
が可能であることを当業者は認識するであろう。従って、説明される実施形態は、添付さ
れた請求項の精神又は適用範囲内にあるあらゆる変更、修正及び変形を包含することが意
図されている。さらに、発明を実施するための最良の形態又は請求項の範囲において「含
む」という表現が用いられている限りにおいて、該表現は、「具備する」いう表現が請求
項において移行語として採用されたときの解釈と同様の包含性を有することが意図されて
いる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　アクセス端末において干渉ヌリング及びランク予測を行う方法であって、
　前記アクセス端末において複数の受信機復調器型を採用することと、
　干渉共分散行列を推定することと、
　前記複数の受信機復調器型のうちの複数の受信機復調器型に関する信号・雑音比（ＳＮ
Ｒ）を計算することと、
　送信容量を最適化するために全受信機復調器型における最適ランク及び関連するチャネ
ル品質インデックス（ＣＱＩ）情報を決定することと、
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信すること、とを具備し、前記受信
機復調器型のうちの少なくとも１つは、干渉ヌリング技術を実行する、方法。
［Ｃ２］　前記受信機復調器型は、少なくとも１つの最小平均二乗誤差干渉－ヌリング（
ＭＭＳＥ－ＩＮ）復調器と、最大比合成（ＭＲＣ）復調器及び最小平均二乗誤差（ＭＭＳ
Ｅ）復調器のうちの１つ以上と、を具備するＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］　最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定することは、１つ以上の候補ＭＩＭ
Ｏ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定することと、前記有効ＳＮＲに対応する容量数を
生成することと、容量を最適化するランクを前記容量数に基づいて選択することと、前記
選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することによってＣＱＩ情報を生成
すること、とをさらに具備するＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］　平均干渉ヌリング利得を推定することと、前記推定された平均ヌリング利得を
採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調
器に関するＳＮＲを計算することと、前記少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び前記
少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関する最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決
定することと、前記最適ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信すること、とを
さらに具備するＣ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記平均干渉ヌリング利得を推定することは、１つ以上の受信機復調器型に関
する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定することと、干渉
ヌリングを採用する受信機復調器型に関する有効ＳＮＲと干渉ヌリングを採用しない受信
機復調器型に関する有効ＳＮＲとの間の差を計算することによってデルタ－有効ＳＮＲを
決定することと、複数のタイムスロット及びトーンにおける前記デルタ－有効ＳＮＲの平
均を求めることによって前記平均干渉ヌリング利得を決定すること、とをさらに具備する
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記推定された平均ヌリング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機復
調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算することは、干渉
ヌリングを組み入れない１つ以上の受信機復調器型に関する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ
送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定することと、前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ラン
クに関する前記有効ＳＮＲ値に前記平均干渉ヌリング利得を加えることと、前記有効ＳＮ
Ｒ値に対応する容量数を生成することと、容量を最適化するランクを選択することと、前
記選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することによってＣＱＩ情報を生
成すること、とをさらに具備するＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］　アクセス端末において仮説復号を用いて干渉ヌリング及びランク予測を行うこ
とを容易にする装置であって、
　前記アクセス端末における複数の受信機復調器を有する受信機と、
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　干渉共分散行列を推定し、前記複数の受信機復調器のうちの複数の受信機復調器に関す
る信号・雑音比（ＳＮＲ）を計算し、送信容量を最適化するために全受信機復調器におい
て最適ランク及び関連するチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）情報を決定するプロセッ
サと、
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信する送信機と、を具備し、前記受
信機復調器のうちの少なくとも１つは、干渉ヌリング技術を採用する、装置。
［Ｃ８］　前記受信機復調器は、少なくとも１つの最小平均二乗誤差干渉－ヌリング（Ｍ
ＭＳＥ－ＩＮ）復調器と、最大比合成（ＭＲＣ）復調器及び最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ
）復調器のうちの１つ以上と、を具備するＣ７に記載の装置。
［Ｃ９］　前記プロセッサは、１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを
決定し、１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを生成し、前記有効ＳＮ
Ｒに対応する容量数を生成し、容量を最適化するランクを前記容量数に基づいて選択し、
前記選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することでＣＱＩ情報を生成す
ることによって最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定するＣ７に記載の装置。
［Ｃ１０］　前記プロセッサは、平均干渉ヌリング利得を推定し、前記推定された平均ヌ
リング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳ
Ｅ受信機復調器に関するＳＮＲを計算し、前記少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び
前記少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関する最適ランク及び関連するＣＱＩ情報
を決定するＣ９に記載の装置。
［Ｃ１１］　前記プロセッサは、１つ以上の受信機復調器に関する前記１つ以上の候補Ｍ
ＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、干渉ヌリングを採用する受信機復調器に
関する有効ＳＮＲと干渉ヌリングを採用しない受信機復調器に関する有効ＳＮＲとの間の
差を計算することでデルタ－有効ＳＮＲを決定し、複数のタイムスロット及びトーンにお
ける前記デルタ－有効ＳＮＲの平均を求めることで前記平均干渉ヌリング利得を計算する
ことによって前記平均干渉ヌリング利得を推定するＣ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］　前記プロセッサは、干渉ヌリングを組み入れない１つ以上の受信機復調器型
に関する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、前記１つ
以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する前記有効ＳＮＲ値に前記平均干渉ヌリング利得を
加え、前記有効ＳＮＲ値に対応する容量数を生成し、容量を最適化するランクを選択し、
前記選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することでＣＱＩ情報を生成す
ることによって、前記推定された平均ヌリング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受
信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算するＣ１１
に記載の装置。
［Ｃ１３］　アクセス端末において干渉ヌリング及びランク予測を行うことを容易にする
装置であって、
　前記アクセス端末において複数の受信機復調器型を採用するための手段と、
　干渉共分散行列を推定するための手段と、
　前記複数の受信機復調器型のうちの複数の受信機復調器型に関する信号・雑音比（ＳＮ
Ｒ）を計算するための手段と、
　送信容量を最適化するために全受信機復調器型において最適ランク及び関連するチャネ
ル品質インデックス（ＣＱＩ）情報を決定するための手段と、
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信するための手段と、を具備し、前
記受信機復調器型のうちの少なくとも１つは、干渉ヌリング技術を実行する、装置。
［Ｃ１４］　前記受信機復調器型は、少なくとも１つの最小平均二乗誤差干渉－ヌリング
（ＭＭＳＥ－ＩＮ）復調器と、最大比合成（ＭＲＣ）復調器及び最小平均二乗誤差（ＭＭ
ＳＥ）復調器のうちの１つ以上と、を具備するＣ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］　最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定するための前記手段は、１つ以上
の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、前記有効ＳＮＲに対応する容量
数を生成し、容量を最適化するランクを前記容量数に基づいて選択し、前記選択されたラ
ンクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することによってＣＱＩ情報を生成するＣ１３に
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記載の装置。
［Ｃ１６］　平均干渉ヌリング利得を推定するための手段と、前記推定された平均ヌリン
グ利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受
信機復調器に関するＳＮＲを計算するための手段と、前記少なくとも１つのＭＲＣ受信機
復調器及び前記少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関する最適ランク及び関連する
ＣＱＩ情報を決定するための手段と、をさらに具備するＣ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記平均干渉ヌリング利得を推定するための前記手段は、１つ以上の受信機
復調器型に関する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、
干渉ヌリングを採用する受信機復調器型に関する有効ＳＮＲと干渉ヌリングを採用しない
受信機復調器型に関する有効ＳＮＲとの間の差を計算することによってデルタ－有効ＳＮ
Ｒを決定し、複数のタイムスロット及びトーンにおける前記デルタ－有効ＳＮＲの平均を
求めることによって前記平均干渉ヌリング利得を計算するＣ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記推定された平均ヌリング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機
復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算するための前記
手段は、干渉ヌリングを組み入れない１つ以上の受信機復調器型に関する前記１つ以上の
候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信
ランクに関する前記有効ＳＮＲ値に前記平均干渉ヌリング利得を加え、前記有効ＳＮＲ値
に対応する容量数を生成し、容量を最適化するランクを選択し、前記選択されたランクに
対応する前記有効ＳＮＲを量子化することによってＣＱＩ情報を生成するＣ１７に記載の
装置。
［Ｃ１９］　アクセス端末において複数の受信機復調器型を採用することであって、前記
受信機復調器型のうちの少なくとも１つは、干渉ヌリング技術を実行し、
　干渉共分散行列を推定し、前記複数の受信機復調器型のうちの複数の受信機復調器に関
する信号・雑音比（ＳＮＲ）を計算し、
　送信容量を最適化するために全受信機復調器型において最適ランク及び関連するチャネ
ル品質インデックス（ＣＱＩ）情報を決定し、
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信するためのコンピュータ実行可能
命令を格納する、コンピュータ読み取り可能媒体。
［Ｃ２０］　前記受信機復調器型は、少なくとも１つの最小平均二乗誤差干渉－ヌリング
（ＭＭＳＥ－ＩＮ）復調器と、最大比合成（ＭＲＣ）復調器及び最小平均二乗誤差（ＭＭ
ＳＥ）復調器のうちの１つ以上と、を具備するＣ１９に記載のコンピュータ読み取り可能
媒体。
［Ｃ２１］　前記最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定するために、１つ以上の候補
ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、前記有効ＳＮＲに対応する容量数を生
成し、容量を最適化するランクを前記容量数に基づいて選択し、前記選択されたランクに
対応する前記有効ＳＮＲを量子化することでＣＱＩ情報を生成するための命令をさらに具
備するＣ１９に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
［Ｃ２２］　平均干渉ヌリング利得を推定し、前記推定された平均ヌリング利得を採用し
て少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関
するＳＮＲを計算し、前記少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び前記少なくとも１つ
のＭＭＳＥ受信機復調器に関する最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定するための命
令をさらに具備するＣ２１に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
［Ｃ２３］前記平均干渉ヌリング利得を推定するために、１つ以上の受信機復調器型に関
する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、干渉ヌリング
を採用する受信機復調器型に関する有効ＳＮＲと干渉ヌリングを採用しない受信機復調器
型に関する有効ＳＮＲとの間の差を計算することによってデルタ－有効ＳＮＲを決定し、
複数のタイムスロット及びトーンにおける前記デルタ－有効ＳＮＲの平均を求めることに
よって前記平均干渉ヌリング利得を決定するための命令をさらに具備するＣ２２に記載の
コンピュータ読み取り可能媒体。
［Ｃ２４］　前記推定された平均ヌリング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機
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復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算するために、干
渉ヌリングを組み入れない１つ以上の受信機復調器型に関する前記１つ以上の候補ＭＩＭ
Ｏ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定し、前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関
する前記有効ＳＮＲ値に前記平均干渉ヌリング利得を加え、前記有効ＳＮＲ値に対応する
容量数を生成し、容量を最適化するランクを選択し、前記選択されたランクに対応する前
記有効ＳＮＲを量子化することによってＣＱＩ情報を生成するための命令をさらに具備す
るＣ２３に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
［Ｃ２５］　干渉ヌリングを用いてランク予測を行うためのコンピュータ実行可能命令を
実行するプロセッサであって、
　前記命令は、アクセス端末において複数の受信機復調器型を採用することであって、前
記受信機復調器型のうちの少なくとも１つは、干渉ヌリング技術を実行することと、
　干渉共分散行列を推定することと、
　前記複数の受信機復調器型のうちの複数の受信機復調器型に関する信号・雑音比（ＳＮ
Ｒ）を計算することと、
　送信容量を最適化するために全受信機復調器型において最適ランク及び関連するチャネ
ル品質インデックス（ＣＱＩ）情報を決定することと、
　前記ランク及びＣＱＩ情報をアクセスポイントに送信すること、とを具備するプロセッ
サ。
［Ｃ２６］　前記受信機復調器型は、少なくとも１つの最小平均二乗誤差干渉－ヌリング
（ＭＭＳＥ－ＩＮ）復調器と、最大比合成（ＭＲＣ）復調器及び最小平均二乗誤差（ＭＭ
ＳＥ）復調器のうちの１つ以上と、を具備するＣ２５に記載のプロセッサ。
［Ｃ２７］　前記命令は、最適ランク及び関連するＣＱＩ情報を決定するために、１つ以
上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定することと、前記有効ＳＮＲに対
応する容量数を生成することと、容量を最適化するランクを前記容量数に基づいて選択す
ることと、前記選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することでＣＱＩ情
報を生成すること、とをさらに具備するＣ２５に記載のプロセッサ。
［Ｃ２８］　前記命令は、平均干渉ヌリング利得を推定することと、前記推定された平均
ヌリング利得を採用して少なくとも１つのＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭ
ＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算することと、前記少なくとも１つのＭＲＣ受信機
復調器及び前記少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関する最適ランク及び関連する
ＣＱＩ情報を決定すること、とをさらに具備するＣ２７に記載のプロセッサ。
［Ｃ２９］　前記命令は、前記平均干渉ヌリング利得を推定するために、１つ以上の受信
機復調器型に関する前記１つ以上の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定す
ることと、干渉ヌリングを採用する受信機復調器型に関する有効ＳＮＲと干渉ヌリングを
採用しない受信機復調器型に関する有効ＳＮＲとの間の差を計算することによってデルタ
－有効ＳＮＲを決定することと、複数のタイムスロット及びトーンにおける前記デルタ－
有効ＳＮＲの平均を求めることによって前記平均干渉ヌリング利得を決定すること、とを
さらに具備するＣ２２に記載のプロセッサ。
［Ｃ３０］　前記命令は、前記推定された平均ヌリング利得を採用して少なくとも１つの
ＭＲＣ受信機復調器及び少なくとも１つのＭＭＳＥ受信機復調器に関するＳＮＲを計算す
るために、干渉ヌリングを組み入れない１つ以上の受信機復調器型に関する前記１つ以上
の候補ＭＩＭＯ送信ランクに関する有効ＳＮＲを決定することと、前記１つ以上の候補Ｍ
ＩＭＯ送信ランクに関する前記有効ＳＮＲ値に前記平均干渉ヌリング利得を加えることと
、前記有効ＳＮＲ値に対応する容量数を生成することと、容量を最適化するランクを選択
することと、前記選択されたランクに対応する前記有効ＳＮＲを量子化することでＣＱＩ
情報を生成すること、とをさらに具備するＣ２９に記載のプロセッサ。
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